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本
学
会
の
主
題
に
つ
い
て

す
で
に
ご
案
内
の
通
り
、
第
七
回
東
京
都

病
院
学
会
は
、
学
会
長
小
泉
和
雄
（
当
協
会

常
任
理
事
、
い
ず
み
記
念
病
院
理
事
長
）
の

下
、
平
成
二
十
四
年
二
月
十
九
日
（
日
）
午

前
九
時
よ
り
東
医
健
保
会
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

主
題
は
「
病
院
に
お
け
る
危
機
管
理
」
で

す
。
今
回
の
主
題
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月

十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
を
強
く
反
映
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
会
長
の
開
催

挨
拶
に
お
い
て
「
私
た
ち
は
、
東
日
本
大
震

災
に
見
ら
れ
る
数
々
の
災
害
・
風
評
リ
ス

ク
、
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
に
加
え
て
、
個
人
情

報
な
ど
の
漏
洩
、
職
員
の
退
職
な
ど
の
労
務

リ
ス
ク
、
資
金
繰
り
悪
化
な
ど
の
財
務
リ
ス

ク
、
流
通
麻
痺
に
よ
る
欠
品
や
環
境
汚
染
と

い
っ
た
存
続
を
危
う
く
す
る
無
数
と
も
い
え

る
因
子
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、

東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て
約
一
年
の
こ
の

時
期
に
、
実
に
的
を
射
た
関
心
の
高
い
学
会

主
題
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

と
同
時
に
本
学
会
で
は
、
各
病
院
に
、
ど

の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
潜
在
し
て
、
い
か
に
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
て
行
く
べ
き
か
な
ど
、
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

学
会
会
場
の
運
営
ス
タ
イ
ル
を
若
干
変
更

今
回
は
、
会
場
運
営
の
ス
タ
イ
ル
を
若
干

変
更
し
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
は
、
例
年
、
開
会
式
、
学
会

長
講
演
、
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
使

用
し
て
来
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
三
題
、
一
題
約
九
十
分
と
し
て
病
院

の
危
機
管
理
を
「
組
織
」「
情
報
」
「
財
務
」

に
わ
け
て
討
論
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
で
す

か
ら
、
メ
イ
ン
会
場
は
、
午
前
九
時
開
会
以

降
、
午
後
十
二
時
四
十
分
か
ら
午
後
一
時
三

十
分
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
テ
ル
モ
株

式
会
社
）
を
除
い
て
、
午
後
四
時
五
十
分
ま

で
フ
ル
に
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
昨
年
ま

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
「
急
性
期
医
療
委
員

会
」「
診
療
情
報
管
理
委
員
会
」
に
加
え
て

「
事
務
管
理
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
設
定
し

て
、
第
二
、
第
三
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ
い

て
、
参
加
し
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

■
第
一
会
場
（
メ
イ
ン
会
場
二
階
大
ホ
ー
ル
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
五
十
分

☆
第
一
部
　
開
会
式

・
主
催
者
挨
拶
　
・
来
賓
挨
拶

・
学
会
長
講
演
「
病
院
に
お
け
る
危
機
管
理

〜
東
日
本
大
震
災
三
・
一
一
か
ら
学
ぶ
〜
」

学
会
長
　
小
泉
和
雄
（
当
協
会
常
任
理
事
、

い
ず
み
記
念
病
院
理
事
長
）

・
基
調
講
演
「
大
学
と
大
学
病
院
」

小
口
勝
司
氏（

学
校
法
人
昭
和
大
学
理
事
長
）

☆
第
二
部
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
①

「
病
院
の
組
織
に
関
す
る
危
機
管
理
」

座
長
　
河
北
博
文

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
　
安
藤

高
朗
　
伊
藤

雅
史
　
稲
波
弘
彦
　
中
西

泉

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
②

「
病
院
の
情
報
に
関
す
る
危
機
管
理
」

座
長
　
飯
田
修
平

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
　
崎
原

宏
　
木
村

厚

内
藤
誠
二

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
③

「
病
院
の
財
務
に
関
す
る
危
機
管
理
」

座
長
　
猪
口

雄
二

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
　
瀬
上

清
貴
氏
　
戒
井

重
樹
氏
　
遠
藤
正
樹
氏

■
第
二
会
場
（
二
階
中
ホ
ー
ル
）

午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時
五
十
分

☆
一
般
演
題

☆
急
性
期
医
療
委
員
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

座
長
　
有
賀
徹
氏
（
昭
和
大
学
病
院
院
長
）

■
第
三
会
場
（
三
階
中
ホ
ー
ル
）

午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時
五
十
分

☆
一
般
演
題

☆
事
務
管
理
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

座
長
　
竹
川
勝
治
（
愛
和
病
院
理
事
長
）

☆
診
療
情
報
管
理
委
員
会
セ
ッ
シ
ョ
ン

座
長
　
長
谷
川
友
紀
氏

（
東
邦
大
学
医
学
部
教
授
）

■
第
四
会
場
（
三
階
会
議
室
）

午
前
十
一
時
〜
午
後
四
時
五
十
分

☆
一
般
演
題

■
第
五
会
場
（
四
階
第
一
会
議
室
）

午
後
十
二
時
四
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分

☆
ポ
ス
タ
ー
発
表
（
二
十
題
）

第
七
回
東
京
都
病
院
学
会
の

全
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
決
ま
る

一
般
演
題
六
十
題
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
二
十
題
募
集

平
成
二
十
四
年
二
月
十
九
日
（
日
）
開
催

理事会報告(10月）
7月の理事会で河北会長より提案のあったクライシスマネジ

メント検討会は、特別委員会として申請、承認されました。本

特別委員会は「大震災時、都内の医療提供機能の確保を図るた

めには何が必要か」「被害の程度が大きく、病院機能を維持で

きなくなった病院に対して何が必要か」「東京全体の医療マヒ

防止のために何が必要か」等々を検討し、ガイドライン作成を

実施していくものです。

東京都医師会に対し、「現在の２次医療圏ごとの連携パス会

議では他の医療圏と連携できず、機能しにくいことから、東京

都全体の医療機関が参加できる地域連携とすべきである」との

提言を行うこととしました。

東京都院内感染対策強化事業は、第1回、第2回、第3回に引

き続き、第4回西多摩地区（青梅市、福生市、羽村市、あきる

野市、瑞穂町、日の出町、檜原村、奥多摩町）、第5回南多摩地

区（八王子市、町田市、日野市、多摩市、稲城市）、第6回区西

北部（豊島区、北区、板橋区、練馬区）の3医療圏を対象に募

集を行っています。担当者の積極的な参加をお願いします。

1 0月2 9日（土）は、東京都・小平市・西東京市・武蔵野市・

小金井市合同総合防災訓練が都立小金井公園で行われます。東

日本大震災の経験もふまえて、これまでの訓練とはだいぶ様相

を変えて実施されます。多勢の参加を期待しています。
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一
般
演
題
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
の
募
集
　

締
切
り
十
月
三
十
一
日

演
題
発
表
は
、
一
般
演
題
六
十
題
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
二
十
題
と
し
て
募
集
演
題
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
以
下
の
十
二
部
門
に
し
て
、
応
募
の

機
会
を
拡
大
し
ま
し
た
。

「
病
院
管
理
」「
医
師
部
門
」「
看
護
部
門

①
看
護
総
合
　
②
急
性
期
看
護
　
③
慢
性
期

看
護
　
④
医
療
安
全
・
感
染
管
理
　
⑤
看
護

技
術
・
教
育
」「
薬
剤
部
門
」「
画
像
診
断
・

放
射
線
部
門
」「
臨
床
検
査
部
門
」「
栄
養
管

理
部
門
」
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」

「
臨
床
工
学
部
門
」
「
事
務
部
門
」「
地
域
連

携
部
門
」「
診
療
情
報
管
理
部
門
」
の
全
十

二
部
門
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一　
人　
で　
も　
多　
く　
の　
方　
か　
ら　
積　
極　
的　
な　
演　
題　

発　
表　
の　
応　
募　
を　
期　
待　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　
応　
募　
方　

法　
等　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
一　
覧　
表　
を　
ご　
覧　
下　
さ　
い　
。　

昨　
年　
は　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
参　
加　
者　
を　
上　
回　
る　
約　

五　
百　
五　
十　
名　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
が　
、　
本　
年　
も　
さ　
ら　

に　
多　
勢　
の　
参　
加　
者　
を　
期　
待　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

一般演題（口演）・ポスター発表募集のご案内

１．応募条件
（１）発表資格者：一般社団法人東京都病院協会会員病院に勤
務する者

（２）一般演題（口演）へのお申し込みが6 0演題を超えた場合
はポスター発表に回っていただきますので、ご了承ください。

（３）採用された方には抄録の準備をお願いします。

２．申し込み方法
演題発表の希望者は「演題申込書」に必要事項を記入の

上1 0月3 1日（月）までにF A XまたはEメールにてお申し込み
下さい。

※演題発表者も学会への参加申し込みが必要になりますの
で必ず事前に参加申し込みをお願い致します。

３．採否決定通知
11月中旬までにご連絡致します。

４．発表方法と発表時間
■ 一般演題（口演）
①発表方法：本学会での演題発表は、全てPower Pointでの発
表となります。

スライド、OHP等は使用できません。またPower Pointのア
ニメーション機能を除き、別ファイルでの音声・動画の再生
はできません。
②発表時間：１題6分間を予定しております（質疑応答は発表
終了後3分間）
■ ポスター発表
①発表 方 法 ： 演 題 ご と に 演 題 番 号 を つ け た パ ネル

（90cmx160cm）を用意いたします。
資料はPower Point等で作成し、パネルの規格に従って発表

するポスターを作製してください。
最初の資料には、演題名、所属、演者名を必ず記載して下

さい。
②発表時間：1題5分間を予定しております（質疑応答は発表
終了後1分間）

５．抄録原稿の提出
演題発表者は、一般演題、ポスター発表ともに抄録原稿の

提出が必要です。提出期限は、12月16日（金）とします。
なお、詳細な抄録の書き方については、採用決定後にお知

らせ致します。
その他、不明な点がありましたら、東京都病院協会事務局

までご一報下さい。

放
射
線
汚
染
状
況
下
に
お
け
る

医
療
関
連
団
体
の
対
応

―
放
射
線
管
理
の
現
状
に
つ
い
て
―

東
京
放
射
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
理
事
長
　
山
下
　
孝
氏

（
元
が
ん
研
有
明
病
院
　
放
射
線
治
療
部
長
）

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大

震
災
に
続
く
、
福
島
第
一
原
発
事
故
は
未
曾

有
の
放
射
線
汚
染
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
広

島
、
長
崎
の
原
爆
以
来
の
広
範
囲
の
汚
染
に

な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
広
島
、
長
崎
以

降
の
米
ソ
の
冷
戦
時
代
に
世
界
各
国
で
行
わ

れ
た
原
爆
、
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
地
球
全
体

の
放
射
線
汚
染
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
こ
と
が
余
り
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
国
防
な
ど
政
治
的
意
味
合
い
が
大
き
い
か

ら
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
三
月
十
一
日
の
原
発
事
故
か
ら
半

年
が
経
過
し
て
、
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
事
が

行
わ
れ
、
ま
た
今
後
ど
の
よ
う
に
医
療
従
事

者
と
し
て
考
え
て
い
け
ば
よ
い
か
に
つ
い
て

の
私
見
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
な
の
で
、
エ
ビ

デ
ン
ス
は
十
分
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
の

で
、
私
見
と
い
う
事
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
原
子
力
発
電
所
の

存
続
廃
止
に
関
し
て
は
政
治
的
色
彩
が
濃

く
、
一
臨
床
医
が
言
及
す
べ
き
問
題
で
な
い

の
で
、
な
る
べ
く
触
れ
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。

私
は
医
学
部
卒
業
以
来
、
が
ん
の
放
射
線

治
療
一
筋
に
四
十
二
年
間
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
放
射
線
を
患
者
さ
ん
に
照
射
す
る
、
す

な
わ
ち
被
曝
さ
せ
て
が
ん
を
治
す
の
が
仕
事

で
し
た
。
沢
山
の
が
ん
患
者
さ
ん
の
が
ん
を

治
す
た
め
、
ま
た
は
が
ん
に
よ
る
症
状
緩
和

の
た
め
に
放
射
線
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
過
程
で
、
私
自
身
も
あ
る
程
度

放
射
線
被
曝
し
な
が
ら
治
療
に
あ
た
っ
て
き

た
わ
け
で
す
。
私
ど
も
放
射
線
治
療
医
も
放

射
線
作
業
従
事
者
に
な
る
わ
け
で
す
。

す
で
に
、
新
聞
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は

皆
さ
ん
周
知
の
事
実
で
し
ょ
う
か
ら
省
略
さ

せ
て
頂
き
、
放
射
線
管
理
に
お
け
る
国
の
対

応
、
自
治
体
の
対
応
、
関
連
学
会
の
対
応
、

そ
し
て
病
院
の
対
応
と
分
け
て
述
べ
て
み
ま

す
。
自
然
災
害
へ
の
緊
急
時
対
応
は
、
一
番

大
切
で
、
い
つ
起
こ
る
と
も
わ
か
ら
な
い
事

態
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
か
な
ど

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
「
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
」
と
も
い
わ
れ
る
の
で
、
今

回
の
事
故
を
教
訓
に
よ
り
よ
い
体
制
作
り
が

必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

以
下
の
項
目
に
分
け
て
、
放
射
線
管
理
状

況
を
書
き
ま
す
。

一
、
事
故
以
前
の
放
射
線
管
理
状
況

厳
格
な
放
射
線
規
制
が
敷
か
れ
て
い
ま
す

我
が
国
の
監
督
官
庁
に
よ
る
放
射
線
安
全

管
理
は
、
諸
外
国
に
比
べ
る
と
大
変
厳
格
で

す
。
特
に
放
射
線
施
設
の
開
設
や
増
設
な
ど

に
当
た
っ
て
は
、
通
常
で
も
申
請
か
ら
一
年

は
掛
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
厳
格

さ
を
象
徴
す
る
話
に
、
監
督
官
庁
直
下
の
国

立
の
病
院
で
さ
え
、
申
請
手
続
き
書
類
の
遅

れ
か
ら
、
放
射
線
機
器
は
す
で
に
導
入
さ
れ

患
者
さ
ん
が
治
療
を
待
っ
て
い
て
も
、
申
請

手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
一
定
期
間

治
療
が
行
え
な
い
事
例
な
ど
も
耳
に
し
ま

す
。
幸
い
に
し
て
、
今
回
の
災
害
、
事
故
に

関
し
て
も
医
療
施
設
か
ら
の
放
射
線
機
器
や

放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
や
被
曝
は
耳
に
し

て
い
ま
せ
ん
。

●
行
政
に
よ
る
安
全
管
理

放
射
性
物
質
を
扱
う
施
設
は
、
国
の
国
家

試
験
に
合
格
し
た
放
射
線
取
扱
主
任
者
を
置

い
て
管
理
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て
い

て
、
し
か
も
、
定
期
的
に
各
都
道
府
県
の
衛

生
局
な
ど
に
い
る
放
射
線
管
理
専
門
官
が
そ

の
管
理
状
況
を
現
場
調
査
し
て
、
監
督
指
導

し
て
い
ま
す
。
も
し
十
分
な
管
理
、
運
営
が

な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
ら
、
各

自
治
体
か
ら
そ
の
事
業
者
に
対
し
て
、
改
善

命
令
ま
た
は
注
意
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
問
題
が
あ
れ
ば
、
使
用
中
止
命
令
が
出

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
が
、
が
ん
研

有
明
病
院
の
放
射
線
治
療
部
長
だ
っ
た
頃
は

監
督
官
庁
で
あ
る
東
京
都
の
専
門
官
の
内
部

監
査
の
度
に
、
現
状
説
明
と
施
設
監
査
の
案

内
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
必
ず
、
い
く
つ

か
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
指
導
に
従
っ
た

改
善
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
監
督
官
は
国

際
放
射
線
防
護
委
員
会
（

）
の
勧
告
に

従
っ
て
、
我
が
国
に
導
入
さ
れ
た
新
し
い
放

射
線
防
護
規
定
の
下
で
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
放
射
線
防
護
に
関
し
て
は

国
際
的
な
取
り
決
め
の
下
に
厳
重
に
管
理
し

て
い
る
わ
け
で
す
。

二
、
事
故
後
の
対
応

行
政
の
対
応
は
す
で
に
新
聞
等
で
報
道
さ

れ
て
い
る
の
で
、
省
略
し
ま
す
。
関
連
団
体

の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

二
・
一

機
器
工
業
会
の
対
応
　
日
本
画
像
医

療
シ
ス
テ
ム
工
業
会
安
全
性
委
員
会

我
が
国
の
医
療
用
放
射
線
機
器
を
扱
う
工

業
会
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
発
令
さ
れ
た
、

医
政
司
令
第
〇
一
〇
七
〇
〇
三
号
（
平
成
二
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十
一
年
一
月
七
日
）「
災
害
時
の
救
護
所
等

に
お
け
る
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
装
置
の
安
全
な

使
用
に
つ
い
て
」
を
受
け
、
「
災
害
時
エ
ッ

ク
ス
線
撮
影
装
置
の
安
全
な
使
用
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
て
、
わ
ず
か
二
年

目
に
今
回
の
津
波
や
原
発
事
故
が
発
生
し
、

早
速
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
役
に
立
つ
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
放
射
線
治
療
に
も
多
く
の
点
で
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
災
害
の
発
生
後
、

次
々
と
工
業
会
と
し
て
の
対
応
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
大
震
災
後
の
四
日
目
の
十

五
日
に
日
本
医
療
機
器
産
業
連
合
会
か
ら

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
対
す
る
医
療

機
器
の
供
給
等
に
つ
い
て
」
を
加
盟
団
体
に

通
知
さ
れ
、
使
用
出
来
な
く
な
っ
た
医
療
機

器
に
対
し
、
被
災
地
以
外
か
ら
一
時
的
な
提

供
を
促
す
努
力
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま　
た　
、　
放　
射　
線　
治　
療　
と　
は　
関　
係　
あ　
り　
ま　
せ　

ん　
が　
、　
被　
災　
後　
七　
日　
目　
に　
同　
じ　
く　
、　
安　
全　
性　

委　
員　
会　
か　
ら　
「　
緊　
急　
・　
重　
要　
情　
報　
と　
し　
て　
、　

被　
災　
地　
で　
救　
援　
活　
動　
を　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　
々　
へ　

の　
重　
要　
な　
情　
報　
提　
供　
」　
と　
し　
て　
、　
画　
像　
診　
断　

装
置
で
あ
る

装
置
の
地
場
に
よ
る
二
次

災　
害　
の　
警　
告　
を　
発　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　
最　
近　
の　

機
器
は
高
磁
場
の
永
久
磁
石
を
用
い
て

い　
る　
の　
で　
、　
電　
気　
が　
供　
給　
さ　
れ　
な　
く　
て　
も　
強　

力　
な　
磁　
石　
と　
し　
て　
機　
能　
し　
続　
け　
る　
こ　
と　
へ　
の　

警
告
で
す
。
金
属
物
を
近
づ
け
る
と

装

置　
に　
向　
か　
っ　
て　
金　
属　
物　
が　
飛　
ん　
で　
、　
近　
傍　
に　

い　
る　
人　
に　
怪　
我　
を　
負　
わ　
せ　
る　
可　
能　
性　
が　
あ　
り　

ま
す
。
そ
し
て
、

装
置
が
あ
っ
た
場
合

の　
対　
応　
と　
し　
て　
装　
置　
か　
ら　
五　
メ　
ー　
ト　
ル　
以　
上　

離　
れ　
た　
位　
置　
に　
、　「　
強　
力　
な　
磁　
石　
に　
よ　
る　
金　
属　

物　
の　
飛　
翔　
・　
吸　
着　
に　
警　
戒　
。　
近　
寄　
る　
な　
。　」　
を　

表　
示　
す　
る　
よ　
う　
に　
注　
意　
を　
促　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

二
・
二
　
関
連
学
会
の
対
応

●
日
本
医
学
放
射
線
学
会
の
対
応

事
故
直
後
か
ら
、
見
え
な
い
放
射
線
の
恐

怖
か
ら
か
、
最
も
関
係
す
る
学
会
の
一
つ
で

あ
る
医
学
放
射
線
学
会
に
対
し
て
数
多
く
の

問
い
合
わ
せ
、
説
明
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
多
く
の
質
問
に
対
し
、
個
々
に
対
応

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
事
故

後
七
日
目
の
十
八
日
に
医
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
「
放
射
線
被
曝
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
」

を
公
表
し
、
正
し
く
放
射
線
被
曝
の
怖
さ
と

安
全
さ
を
理
解
し
て
頂
く
よ
う
に
務
め
ま
し

た
。
ま
た
、
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
の
日

本
代
表
者
の
一
人
で
あ
っ
た
前
大
阪
大
学
中

村
仁
信
教
授
か
ら
防
護
委
員
会
で
の
経
験
を

生
か
し
た
示
唆
に
富
む
本
が
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
参
考
文
献
　
中
村
仁
信
　
低
量
放

射
線
は
怖
く
な
い
　
遊
タ
イ
ム
ス
出
版
）

●
日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会
の
対
応

日
本
放
射
線
腫
瘍
学
会
で
は
「
東
北
関
東

大
震
災
被
災
放
射
線
治
療
患
者
さ
ん
の
他
機

関
放
射
線
治
療
受
け
入
れ
に
つ
い
て
」
の
お

知
ら
せ
を
出
し
、
被
災
時
に
放
射
線
治
療
を

受
け
て
い
た
が
ん
患
者
さ
ん
の
継
続
治
療
支

援
の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
放
射
線
治
療

は
通
常
、
数
週
間
に
わ
た
り
、
外
来
通
院
で

治
療
を
継
続
す
る
の
で
、
今
回
の
震
災
の
よ

う
な
場
合
は
治
療
継
続
が
困
難
と
な
る
の

で
、
被
災
地
周
辺
の
放
射
線
治
療
施
設
の
協

力
を
得
て
、
が
ん
治
療
の
継
続
が
で
き
る
よ

う
な
努
力
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
が
ん
は

放
置
す
れ
ば
、
死
を
招
く
病
気
な
の
で
、
た

と
え
地
震
や
津
波
が
起
き
て
も
で
き
る
だ
け

治
療
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

●
日
本
核
医
学
会
の
対
応

今
回
の
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線
汚
染
・

被
曝
で
も
若
い
人
の
甲
状
腺
が
ん
の
発
生
が

最
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
核
医
学
会
で

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
い
ち
早
く
、
す
で
に
甲

状
腺
疾
患
に
罹
患
し
て
い
て
、
か
つ
被
災
者

さ
れ
た
方
々
が
心
配
し
て
い
る
こ
と
な
ど
へ

の
回
答
を
出
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
放
射
線
被
曝
が
心
配
な
余
り
、

放
射
線
を
用
い
た
検
査
や
治
療
が
敬
遠
さ
れ

て
、
患
者
さ
ん
の
不
利
益
に
繋
が
ら
な
い
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

二
・
三
　
関
連
施
設
の
対
応

幾
つ
か
の
関
連
施
設
の
対
応
に
つ
い
て
簡

単
に
述
べ
ま
す
。

●
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
の
対
応

原
発
事
故
以
来
、
汚
染
状
況
の
測
定
や
内

部
被
曝
線
量
測
定
な
ど
で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
我
が
国
の
最
も
優
れ
た
放
射

線
関
連
の
研
究
所
な
の
で
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
重
要
な
情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
「
緊
急
被
曝
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
」

で
は
原
発
事
故
で
、
被
曝
し
た
作
業
員
の
被

曝
線
量
の
測
定
、
健
康
管
理
、
必
要
に
応
じ

て
治
療
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

●
東
京
大
学
医
学
部
放
射
線
科
の
対
応

新
聞
で
も
活
躍
し
て
い
る
東
京
大
学
医
学

部
放
射
線
医
学
教
室
の
中
川
恵
一
先
生
は

「
チ
ー
ム
中
川
」
を
立
ち
上
げ
て
、
被
災
地

か
ら
首
都
圏
ま
で
、
多
く
の
市
民
の
疑
問
、

質
問
に
応
え
て
い
ま
す
。
が
ん
患
者
さ
ん
の

治
療
の
合
間
に
、
時
間
を
割
い
て
被
災
者
な

ど
の
不
安
解
消
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

●
が
ん
研
有
明
病
院
の
対
応

二
〇
〇
五
年
に
、
豊
島
区
大
塚
か
ら
江
東

区
有
明
に
移
転
し
た
が
ん
研
究
会
有
明
病
院

は
、
東
京
都
の
有
明
の
土
地
を
入
手
す
る
時

点
で
、
東
京
都
の
防
災
計
画
の
一
端
を
担
う

こ
と
を
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

湾
岸
地
域
で
、
地
震
、
津
波
な
ど
の
天
災
が

起
こ
っ
た
場
合
に
避
難
場
所
の
一
つ
に
す
る

こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
有
明
病
院
の
一

階
は
吹
き
抜
け
の
大
き
い
空
間
と
な
っ
て
い

て
、
災
害
発
生
時
に
は
被
災
者
で
、
か
つ
治

療
が
必
要
な
多
く
の
患
者
さ
ん
を
収
容
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
考
慮
さ

れ
て
設
計
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
収
容
に
必

要
な
簡
易
ベ
ッ
ト
な
ど
は
東
京
都
の
協
力
を

得
て
、
常
時
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
・
四
　
施
設
に
よ
る
個
人
安
全
管
理

―
被
曝
管
理
、
健
康
管
理
―

通
常
の
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
や
Ｘ
線

骨
撮
影
で
は
問
題
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
ア
イ

ソ
ト
ー
プ
検
査
（
核
医
学
検
査
）
や
放
射
線

治
療
の
施
設
を
有
す
る
医
療
機
関
で
は
、
放

射
線
安
全
に
関
す
る
教
育
指
導
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
、
毎
年
一
回
の
講
習
会
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
放
射
線
医
療
に
従
事
す

る
医
療
従
事
者
は
必
ず
、
胸
部
に
フ
ィ
ル
ム

バ
ッ
チ
を
装
着
し
て
、
放
射
線
被
曝
を
常
時

調
べ
て
、
放
射
線
従
事
者
の
安
全
管
理
を
行

な
っ
て
い
る
訳
で
す
。
フ
ィ
ル
ム
バ
ッ
チ
は

月
に
一
回
、
回
収
し
て
線
量
管
理
会
社
で
測

定
を
行
い
、
本
人
と
勤
務
し
て
い
る
管
理
責

任
者
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

フ
ィ
ル
ム
バ
ッ
チ
の
交
換
は
毎
月
決
ま
っ
た

日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
線
量
測
定

結
果
は
永
久
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
監
督
官
庁
の
定
期
点
検
で
は
必
ず
、
監

督
官
が
記
録
の
提
示
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
作
業
従
事
者
は
半
年
に
一
度
の
健
康
診

断
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
も
記
録

保
存
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
・
五
　
施
設
の
放
射
線
管
理

施
設
の
放
射
線
量
の
測
定
結
果
も
記
録
保

存
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

施
設
の
放
射
線
量
測
定
は
二
つ
の
観
点
か
ら

行
わ
れ
て
い
て
、
一
つ
は
作
業
従
事
者
へ
の

被
曝
管
理
で
、
も
う
一
つ
は
公
衆
す
な
わ
ち
、

一
般
の
人
へ
の
被
曝
管
理
の
観
点
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は
や
は
り
、
一

般
へ
の
被
曝
拡
散
を
最
重
要
問
題
と
し
て
お

り
、
非
常
に
厳
し
い
規
制
を
敷
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
故
が
発
生
し
、
一
般
の
人
へ
の
被

曝
が
危
惧
さ
れ
る
場
合
の
対
応
処
置
に
つ
い

て
は
資
格
を
持
っ
た
放
射
線
取
扱
主
任
者
の

指
導
の
も
と
に
事
故
に
対
応
す
る
こ
と
が
細

か
く
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
汚
染
状
況
の
調
査
の
状
況

見
え
な
い
放
射
線
の
恐
怖
か
ら
放
射
線
測

定
が
、
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
放
射
線
測
定
は
温
度
や
体
重
を

計
る
ほ
ど
簡
単
で
は
な
く
、
測
定
機
器
の
精

度
の
問
題
、
測
定
方
法
の
習
熟
の
問
題
な
ど

専
門
的
な
知
識
も
必
要
で
す
。
精
度
の
高
い

機
器
を
用
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
測
定
が
行

わ
れ
な
い
と
、
い
た
ず
ら
に
不
安
を
助
長
し

か
ね
ま
せ
ん
。
関
連
団
体
の
一
層
の
ご
協
力

が
必
要
で
し
ょ
う
。

四
、
将
来
へ
の
対
応

今
回
の
原
発
事
故
で
は
幸
い
に
し
て
、
被

曝
に
よ
る
死
亡
者
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
放
射
線
に

よ
る
発
が
ん
も
、
今
後
原
子
力
発
電
所
か
ら

の
放
射
線
の
漏
出
が
止
ま
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど

問
題
に
成
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
も
と
も
と
我
が
国
の
が
ん
の

発
生
頻
度
が
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
高
い
の

で
、
今
回
の
事
故
に
よ
り
予
測
さ
れ
る
発
が

ん
の
数
が
相
対
的
に
少
な
く
な
る
か
ら
で

す
。
と
に
か
く
、
一
日
で
も
早
く
原
発
事
故

の
収
束
が
行
わ
れ
、
多
く
の
地
域
が
、
被
災

以
前
の
状
態
に
少
し
で
も
戻
る
こ
と
を
祈
る

と
同
時
に
、
今
後
の
事
故
予
防
と
そ
の
対
応

を
継
続
的
に
検
討
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
し
ょ
う
。



た
。会

は
、
司
会

進
行
に
急
性
期

医
療
委
員
会
委

員

大

桃

丈

知

（
調
布
病
院
院

長
）
、
三
浦
邦
久

（
江
東
病
院
副
院
長
）
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

総
括
発
表
で
は
、
福
島
県
相
馬
市
の
医
療
救

護
支
援
活
動
に
参
加
し
た
木
村
佑
介
（
木
村

病
院
理
事
長
）
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
、
閉
会

と
し
ま
し
た
。

十
六
名
に
も
お
よ
ぶ
発
表
は
、
発
表
時
間

六
分
と
い
う
短
い
制
約
の
中
で
、
被
災
地
の

状
況
や
時
期
な
ど
に
よ
っ
て
、
各
医
療
チ
ー

ム
の
報
告
は
様
々
で
し
た
が
、
い
ず
れ
の
発

表
も
今
回
の
大
震
災
が
い
か
に
甚
大
な
も
の

で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
、
貴
重
な
報
告
の
連

続
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
お
け
る
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
の
重
要
性
、
地
元
行
政
や
医
療

機
関
・
団
体
と
の
連
携
、
多
勢
の

混
成
医
療
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
、
災
害

時
に
お
け
る
カ
ル
テ
の
書
式
統
一

の
必
要
性
、
職
種
間
の
引
き
継
ぎ

業
務
の
重
要
性
、
情
報
の
統
一
と

集
中
管
理
体
制
、
高
齢
者
や
慢
性

疾
患
を
抱
え
る
被
災
者
へ
の
対
応

等
々
、
こ
ま
か
な
こ
と
を
あ
げ
れ

ば
切
り
が
な
い
ほ
ど
数
多
く
の
課

題
や
問
題
点
が
各
職
種
か
ら
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

い　
ず　
れ　
に　
し　
て　
も　
、　
発　
災　
か　
ら　

約　
一　
ヶ　
月　
が　
過　
ぎ　
て　
も　
岩　
手　
、　
宮　

城　
、　
福　
島　
三　
県　
に　
約　
三　
百　
八　
十　
ケ　

所　
あ　
る　
病　
院　
の　
七　
割　
が　
建　
物　
の　
破　

損　
や　
停　
電　
な　
ど　
に　
よ　
っ　
て　
休　
診　
な　

ど　
の　
影　
響　
を　
受　
け　
て　
い　
る　
状　
況　
の　

中　
で　
、　
今　
回　
の　
医　
療　
救　
護　
支　
援　
活　
動　
が　
、　

様　
々　
な　
ト　
ラ　
ブ　
ル　
や　
不　
都　
合　
な　
こ　
と　
が　
あ　
っ　

て　
も　
、　
被　
災　
地　
の　
医　
療　
機　
関　
や　
医　
療　
ス　
タ　
ッ　

フ　
、　
そ　
し　
て　
被　
災　
者　
の　
方　
々　
に　
と　
っ　
て　
、　
微　

力　
な　
が　
ら　
も　
お　
役　
に　
立　
て　
た　
な　
ら　
幸　
い　
で　
す　
。　

そ　
れ　
と　
同　
時　
に　
、　
私　
た　
ち　
も　
「　
今　
回　
の　
活　
動　

を　
通　
し　
て　
、　
何　
が　
で　
き　
て　
、　
何　
が　
で　
き　
な　
か　

っ　
た　
か　
？　
」　
を　
主　
題　
に　
、　
今　
後　
ど　
の　
よ　
う　
な　

医　
療　
救　
護　
支　
援　
活　
動　
が　
必　
要　
な　
の　
か　
真　
摯　
に　

考　
え　
る　
こ　
と　
が　
重　
要　
で　
す　
。　
ま　
た　
、　
い　
ざ　
医　

療　
支　
援　
を　
受　
け　
る　
立　
場　
に　
な　
っ　
た　
場　
合　
に　
、　

ど　
の　
よ　
う　
な　
対　
応　
が　
必　
要　
か　
考　
察　
し　
て　
お　
く　

こ　
と　
も　
大　
切　
だ　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

今
後
、
三
十
年
以
内
に
九
十
八
％
の
確
立

で
東
京
に
直
下
型
地
震
が
発
生
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。「
天
災
は
、
忘
れ
た
頃
に
や

っ
て
来
る
」
の
言
葉
通
り
、
自
然
災
害
は
い

ず
れ
ま
た
必
ず
や
っ
て
来
ま
す
。
私
た
ち
に

と
っ
て
最
大
の
防
御
策
は
、「
天
災
を
忘
れ

ず
に
い
る
」
こ
と
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
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東
日
本
大
震
災
医
療
救
護
支
援
活
動
報
告

会
は
、
急
性
期
医
療
委
員
会
（
委
員
長
古
畑

正
）
に
よ
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
十
月
六
日

（
木
）
午
後
三
時
か
ら
東
医
健
保
会
館
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
会
参
加
者
約

六
十
名
、
報
告
者
十
六
名
（
一
覧
表
通
り
）

で
し
た
。

今
月
で
、
発
災
七
ヶ
月
が
経
過
し
、
す
べ

て
の
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
寒
く
て

凍
え
そ
う
な
三
月
十
一
日
の
発
災
当
時
か
ら

蒸
し
暑
か
っ
た
夏
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ

う
な
台
風
の
大
雨
等
、
被
災
地
は
、
季
節
が

変
わ
っ
て
厳
し
い
東
北
の
冬
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
は
、

よ
う
や
く
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。

福
島
原
発
の
事
故
は
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

会
の
冒
頭
、
河
北
会
長
か
ら
「
今
回
の
活

動
は
、　
当
協
会
に
と
っ
て
も
誇
り
で
あ
る
と

同
時
に
、　
今
回
の
貴
重
な
体
験
は
、
単
に
医

療
者
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、　
広
く
社
会
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
し
て

「
今
後
、　
予
想
さ
れ
る
災
害
に
対
し
て
、　
病
院

は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
備
え
が
必
要

な
の
か
真
剣
に
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
。
建
屋

の
耐
震
対
策
、　
七
十
二
時
間
（
三
日
間
）
対

応
で
き
る
電
源
設
備
の
確
保
、　
水
の
供
給
対

策
、　
医
薬
品
・
医
療
資
材
の
在
庫
確
保
等
々
、　

現
状
の
病
院
で
は
、　
決
し
て
十
分
と
は
言
え

な
い
状
況
に
あ
る
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

平
成
二
十
三
年
十
月
六
日
（
木
）
開
催

東
日
本
大
震
災
医
療
救
護
支
援
活
動
報
告
会

ー
私
た
ち
に
何
が
で
き
て
、

何
が
で
き
な
か
っ
た
か
？
ー


